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1995年の阪神大震災を境に上下部工の耐震補強工事に注目が集まり数多くの耐震補強工事が

論文名 変位制限装置取付の問題点

近年、日本各地で大型地震が発生し1995年の阪神大震災、2003年には宮城県沖地震、

十勝沖地震、2005年には福岡県西方沖地震、2007年には新潟県中越地震が起きてきました。

防ぐ事であります。

　今回の水川橋耐震補強は過去に何度か工事が行われてきましたが、更に耐震を強化する為、

既設の部材を転用し補強を行う工事でした。簡単に施工手順をまとめると、既設変位制限装置を取外し

行われてきました。今回の水川橋耐震補強工事も同じで、本工事の目的は主に支承周りの耐震

性能を強化し確実に地震力を上下部構造間で伝達し、予期せぬ構造系の破壊が生じても落橋を

又、既設のアンカーボルトを削孔する前に鉄筋探査試験を行なった結果、削孔する箇所に鉄筋

が干渉するという事も発覚し、即座に監督員へ協議しコンサルに強度などの調査を依頼しました。

ボルトよりも更に径を大きくし設置・充填しメッキ加工した部材を設置するという手順でした。

しかし、実際に既設の変位制限装置を取外してみると、部材の削孔箇所が二度開けられてある

事や、縁端距離が確保されていなかったという問題点がありました。

部材を工場にてメッキ加工しその間に既設のアンカーボルトを削孔にて撤去し既設のアンカー

・二度削孔してある箇所
・縁端距離(47mm)不足
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という事で新しく作製する事になりました。

既設アンカーボルトの削孔に関しては変位制限装置の縁端距離が確保されている又、鉄筋に干渉

しない様に位置を調整しながらコンクリート盤、プレートへの削孔の位置を決めました。

部材への削孔は削孔した穴の端からプレートの端までを47mm確保できる様にアンカーボルト

　まず、プレートに二度削孔してある部材は強度計算上強度が確保されていない為に転用は出来ない

新しく作製する変位制限装置は部材の調達から作製まで日数が掛かってしまうと思われましたが

との削孔位置を調整しながら作製しました。

下請け会社の全面的な協力のおかげで予定していた工程よりも早く作製が出来、変位制限装置が

すべて無事に規格内におさまり完成する事が出来ました。
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